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知
ら
れ
ざ
る
古
の
ロ
マ
ン
が
大
釜
に
は
あ
る
！

創
立
不
詳
「
平
安
時
代
」
の
伝
説
が
・・

 

明
治
三
年
に
は
︑
大
釜
の
八
幡
宮
・
篠
木
の
田
村
神
社
・
大
沢
の
熊
野
神
社
・
鵜
飼
の
駒
形
神
社
・
滝
沢
の
角
掛
神
社
が
そ
れ
ぞ
れ

村
社
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
岩
手
山
神
社
は
郷
社
か
ら
大
正
五
年
十
一
月
に
県
杜
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。 

村
内
の
神
社
を
さ
ら

に
詳
細
に
見
れ
ば
︑
大
釜
に
は
八
幡
宮
・
落
合
不
動
等
・
諏
訪
八
幡
宮
・
末
社
山
神
・
庚
申
堂
・
稲
荷
社
︑
篠
木
に
は
田
村
神
社
・

山
王
社
・
白
松
蒼
前
︑
大
沢
に
は
熊
野
神
社
︑
稲
荷
神
社
︑
鵜
飼
に
は
駒
形
神
社
・
月
読
社
・
山
祗
神
桐
︑
滝
沢
に
は
角
掛
神
社
・

山
神
桐
・
白
沢
神
社
・
本
覚
明
神
・
岩
手
山
神
社
が
あ
る
。   --

間
も
な
く
大
釜
八
幡
宮
の
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
よ
！

    

二   

八 

幡 

宮
︵
大
釜
八
幡
宮
︶

 

祭
神
は
応
神
天
皇(

誉
田
別(

ほ
む
た
わ

け)

尊)

で
︑
御
神
体
は
青
銅
︑
丈
七
寸

七
分
︑
文
雲
孔
雀
の
衣
に
袴
を
つ
け
深
沓

(

と
う)

を
は
き
︑
剣
を
さ
げ
︑
冠
を
頂

き
︑
床
机
に
腰
を
か
け
て
い
る
。
台
座
も

青
銅
で
正
面
五
寸
五
分
横
三
寸
五
分
高
九

分
︑
正
面
に
﹁
奥
羽
南
部
上
岩
手
郡
大
釜

村
八
幡
大
菩
薩
﹂
と
刻
み
︑
側
面
に
享
保

五
年(

一
七
二
〇
年)

九
月
十
五
日
治
工
有

坂
宇
平
次
之
作
と
あ
る
。
外
に
明
眼
三
右

工
門
外
数
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
八
幡
宮

は
大
釜
釜
ロ
に
あ
っ
て
︑
面
積
は
五
反
四

畝
二
十
九
歩
︑
祭
典
日
は
旧
八
月
一
日
で

あ
っ
た
が
最
近
九
月
一
日
に
変
更
し
て
い

る
。

 

創
立
不
詳
。
伝
説
に

よ
れ
は
﹁
康
平
五
年

(

一
〇
六
二
年)

源

頼
義
及
び
其
子
義
家

安
倍
貞
任
を
討
伐
せ

る
時
其
武
運
を
祈
願

し
捷(

し
よ
う)

を

奏
し
︑
此
処
に
一
社

を
励
請
せ
る
も
の
と

い
う
。
本
社
は
又
安

倍
八
幡
と
い
い
︑
即

ち
安
倍
氏
討
減
報
謝

の
た
め
建
設
せ
る
意

な
る
べ
し
︑
其
後
南

部
信
濃
守
重
信(

第

三
十
一
世)

・
寛
文

十
二
年(

一
六
七
二

年)

に
社
殿
再
修
︑

大
膳
大
夫
利
幹(

も

と)(

第
三
十
二
世)

は
宝
永
三
十
二
年

(

一
七
〇
五
年)

に

大
膳
大
夫
利
視(

み)
(

第
三
十
三
世)

は

享
保
十
九
年(

一
七
三
四
年)

に
社
殿
修
補

さ
れ
し
が
︑
明
治
三
年(

一
八
七
〇
年)

六

月
村
社
に
列
す
。﹂
と
記
し
て
あ
る
。

 

﹁
川
井
村
郷
土
誌
﹂
に
左
の
よ
う
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。

 

文
亀
二
年(

一
五
○
二
年)

四
月
南
部
政

康(

第
二
十
二
世)

は
︑
そ
の
家
臣
信
玄
の

子
武
田
彦
十
郎
忠
直
を
閉
伊
郡
に
派
遣
し
︑

小
国
・
江
繋
及
び
金
沢
村
の
一
部
を
与
え

て
治
め
さ
せ
た
。
武
田
氏
は
甲
斐
源
氏
の

一
族
で
あ
っ
て
︑忠
直
は
南
部
家
を
た
よ
っ

て
甲
斐
か
ら
一
族
郎
覚
を
連
れ
て
陸
奥
の

三
戸
へ
来
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
し

ば
ら
く
南
部
家
の
食
客
と
な
っ
た
が
︑
政

康
は
忠
直
に
﹁
永
代
締
木
戸
御
免
﹂
の
家

格
を
与
え
て
庇
護
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

武
田
家
の
永
代
記
の.
一
部
に
そ
の
家
系
を

﹁
清
和
天
皇
源
陸
奥
之
助
信
時
息
男
六
之
助

武
田
信
義
長
男
南
部
閉
伊
郡
小
国
城
主
武

田
彦
十
郎
忠
直
云
々
﹂
と
。

 

一
族
部
覚
の
中
に
忠
直
の
長
男
左
馬
之
助

直
家
︑
次
男
彦
右
工
衛
門
直
信
︑
参
男
丹

後(

細
谷
の
先
祖)

が
含
ま
れ
て
い
た
。
細

谷
は
甲
斐
の
国
巨
摩
郡
細
谷
に
あ
る
。
こ

こ
か
ら
家
号
名
が
出
た
で
あ
ろ
う
。
細
谷

は
﹁
八
幡
大
菩
薩
﹂
の
像
を
氏
神
と
し
︑

こ
れ
を
祭
主
し
︑
年
々
例
祭
の
時
だ
け
御

神
体
を
奉
還
し
て
参
拝
せ
し
め
︑
常
に
は

自
家
に
安
置
し
て
い
る
。
こ
の
丹
後
は
人

に
接
す
る
事
を
甚
し
く
忌
み
嫌
い
︑
や
む

な
く
人
を
引
見
す
る
際
は
︑
離
れ
て
火
箸

を
自
分
の
衿(

え
り)

よ
り
梢
高
く
衿
頭

に
挿
入
し
て
接
し
︑
少
し
の
隙
も
見
せ
ず
︑

し
か
も
夜
中
に
は
絶
対
に
面
接
し
な
か
っ

た
と
い
う
。
細
谷
は
維
新
前
ま
で
は
一
族

の
者
武
田
を
名
乗
ら
ず
武
島
と
い
っ
て
い

た
。

 

こ
の
八
幡
を
世
人
ド
ン
ツ
グ
八
幡
と
い
っ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
大
笏
直
治

氏
は
次
の
四
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

 

沢
村
亀
之
助
翁
曰
く
ド
ン
ツ
グ
と
は
博
突

の
こ
と
な
り
︑
明
治
の
聖
代
に
も
彼
の
社

に
て
博
突
せ
し
も
の
な
れ
ば
村
人
は
か
く

名
附
け
ん
。

 

太
田
重
裔
翁
曰
く
︑
字
佐
の
八
幡
を
深
川

の
八
幡
と
い
う
よ
う
に
︑
甲
斐
の
国
の
小

字
名
を
冠
せ
し
も
の
な
ら
ん
。

 

本
誓
寺
住
駄
是
祥
曰
く
︑
ド
ン
ツ
グ
と
は

上
方
の
或
地
方
で
旦
那
と
い
う
事
に
使
う
。

即
ち
旦
那
の
八
幡
様
の
意
た
ら
ん
。

 

最
後
に
一
説
を
附
せ
ん
か
。
恐
ら
く
蝦
夷

か
ら
の
転
誰
せ
る
も
の
に
し
て
︑
小
丘
の

意
に
非
ら
ず
や
。

 

〇
篠
木
神
主
斎
藤
家
古
交
書

 

一 

八
幡
宮   

一
宮

 

厨
川
通
大
釜
村
御
本
社
外
殿
有
り
来
り
の

通
り
八
幡
山
の
内
社
内
の
儀
は
南
よ
り
北

は
山
裾
限
り
南
に
杉
サ
イ
カ
チ
の
大
朴
︑

西
に
当
っ
て
大
松
小
松
。
北
に
朴
其
所
よ

り
束
に
見
下
す
。
東
よ
り
南
ま
で
田
添
小

関
切
南
は
道
切
り

 
一 
諏
訪
大
明
神 

一
宮

 

一 
末
社
山
神  

一
宮

 

右
両
社
は
千
ケ
窪
御
山
之
内
小
名
高
館
森

と
申
所
に
往
古
よ
り
御
鎮
座
に
て
境
の
義

は
南
北
へ
八
間
東
西
へ
十
二
間
右
之
内
社

木
の
義
は
御
山
帳
に
こ
れ
あ
り
侯

 

以
上
三
社
に
て
二
社
也(
明
治
三
年
十
二

月
太
政
官
布
達
に
よ
り
一
社
と
な
る
。)

 

寛
政
十
一
年(

一
七
九
九
年)
未
四
月

                        

主  

蔵 

・

                    

肝  

入 

勘
右
工
門

                   

御
山
肝
入 

新  

助

                    

外   

四   

名

 

斎
藤
日
向
少
輔(

し
よ
う
ゆ
う)

様
●
南

部
家
の
﹃
御
領
分
社
堂
﹄
に
は

 

大
釜
村

 

一 

諏
訪
八
幅
宮 

三
尺
四
面
板
葺

          

久   

六

 

右
社
堂
建
立
年
月
由
緒
等
不
相
知

 

大
釜
村

 

一 

稲
荷
社 

二
尺
四
面
板
葺

 

右
は
慶
安
年
中(

一
六
四
八-

五
二
年)

勧

請
奉
り
候
由
申
し
伝
え
候
篠
木
斎
藤
家
古

交
書
よ
り
拾
ひ
書
す
れ
ば
︑
文
化
十
二
年

(

一
八
一
五
年)

五
月
先
祖
丹
宮
儀
師
家
斎

藤
出
雲
持
宮
田
村
大
明
神
社
家
二
御
取
立

仰
せ
付
け
ら
れ
下
し
置
か
れ
度
く
願
い
上

げ
候
処
願
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
候
其
節

斎
藤
兵
庫
と
苗
字
名
共
に
下
し
置
か
れ
候

官
職
の
儀
は
文
化
十
三
年(

一
八
一
六
年)

六
月
兵
庫
吉
田
家
よ
り
免
許
頂
戴
仕
り
候

尤
も
兵
庫
儀
は
天
保
九
年(

一
八
三
八
年)

四
月
兵
太
夫
と
改
名
仕
り
候
て
私
ま
で
二

代
に
相
成
り
候
間
此
段
申
し
上
げ
候
以
上

 

弘
化
三
年(

一
八
四
六
年)

六
月 

大
釜
村

八
幡
宮
桐
宮 

斎
藤
家
門
弟

                  

斎
藤
十
之
進(

篠
木
大
橋)

 

覚

 

一 

松
之
木
目
通 

六
尺
五
寸
廻    

一
本

 

右
は
厨
川
通
り
大
釜
村
八
幡
宮
境
内
に
て

風
折
木
剪
取
り
頂
戴
仕
り
神
楽
殿
建
立
仕

り
度
ぎ
旨
別
当
斎
藤
出
雲
願
に
依
て
下
し

置
か
れ
侯
条
根
に
御
極
印
を
入
れ
同
人
へ

相
渡
し
申
し
候
紛
敷
儀
こ
れ
な
き
様
剪
り

出
さ
せ
申
さ
る
べ
く
候
以
上

 

嘉
永
四
年(

一
八
五
一
年)

七
月        

西

根
御
山
奉
行
判
斎
藤
出
雲
殿

 

〇
八
幡
宮
境
内
之
朝
鮮
五
葉
松

 

大
坊
直
治
氏
に
よ
れ
ば
八
幡
宮
神
殿
前

の
五
葉
松
は
長
崎
県
対
馬
国
の
芳
長
老
と

い
え
る
大
僧
侶
が
寛
文
年
中(

一
六
六
一

-

七
三
年)

我
が
藩
に
幕
府
よ
り
御
預
け

に
な
っ
た
が
︑
其
時
我
が
藩
主
重
信
公
に

其
種
子
を
献
上
し
た
。
藩
で
は
そ
れ
を
播

種
し
︑
御
城
の
周
り
又
は
神
社
等
殿
様
関

係
の
場
所
に
限
ら
れ
て
植
栽
さ
れ
た
が
︑

篠
木
斎
藤
神
職
は
命
に
依
り
文
化
年
中

(

一
八
〇
四-

一
八
年)

城
内
の
榊
山
神
社

に
奉
納
神
楽
舞
を
演
じ
た
時
苗
木
二
本
頂

戴
し
︑
そ
の
一
本
を
植
え
る
。
氏
子
其
由

来
を
知
り
石
柵
を
建
て
廻
ら
し
た
が
︑
先

史
民
族
の
古
墳
の
上
に
栽
え
た
の
は
何
か

の
縁
因
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
。

 

〇
稲
荷
の
由
緒

 
国
道
四
十
六
号
線
の
南
竹
鼻
に
屋
敷
名
を

稲
荷
と
い
う
処
が
あ
る
。
現
今
は
社
堂
な

く
其
跡
を
止
め
る
の
で
あ
る
が
︑
そ
の
由

緒
は
左
の
通
り
。

              

奥
州
岩
手
郡
大
釜
村

                        

本
宿
兵
衛
右
依
願
正
一

位
稲
荷
大
明
神
云
々

              

神
祗
管
領 

長
上
家

 

慶
応
二
寅
年(

一
八
六
六
年)

四
月          

公
文
所
こ
の
稲
荷
社
は
明
治
三
年
の
太
政

官
布
達
に
よ
っ
て
八
幡
宮
境
内
の
小
社
に

遷
座
す
る
。
医
学
博
士
土
井
尻
正
次
氏
宅

で
は
八
幡
宮
の
例
祭
日
に
神
撰
を
献
じ
て

祭
祖
を
す
る
。

 

〇
落
合
不
動
尊

 

落
合
不
動
尊
は
往
古
沼
袋
穴
熊(

ま
み)

沢
に
あ
っ
た
が
︑
沢
と
川
と
は
其
の
落
差

が
非
常
に
あ
り
て
落
口
は
懸
り
て
滝
と
な

る
。
そ
の
滝
を
不
動
の
滝
と
名
付
け
る
。

し
か
し
洪
水
の
度
毎
に
河
岸
崩
壊
し
不
動

尊
は
川
底
深
く
没
せ
ん
と
す
る
危
険
あ
る

に
よ
り
八
幡
宮
境
内
に
遷
座
す
る
。

 

○
諏
訪
神
社

 

元
高
館
森
に
あ
っ
た
が
現
在
は
細
屋
に
あ

る
。
八
幡
宮
の
北
方
越
前
堰
の
向
い
の
森

を
入
々
は
八
幡
館
。
高
館
森
の
森
を
ば
省

略
し
て
高
館
︑
ま
た
は
御
諏
訪
さ
ん
な
ど

色
々
に
呼
ん
で
い
る
。

 

南
部
家
の
御
領
分
社
堂
に
よ
る
と
大
釜
村

諏
訪
八
幡
が
見
え
る
。
こ
の
高
館
森
に
諏

訪
神
社
が
あ
っ
た
が
後
八
幡
宮
に
合
福
す

る
。

 

細
屋
の
掛
仏
御
諏
訪
さ
ん
は
青
銅
で
直
径

約
一
尺
の
円
板
で
あ
る
。

                       

源  

助

                       

助
左
工
門

                       

久  

蔵

                       

彦
左
工
門

                       

仁  

蔵

   

観
音 

奥
州
南
部
上
岩
手
大
釜
村

         

久
兵
衛
表
面
弥
陀  

   

裏
面
諏
訪
大
明
神            

善
左
工
門

   

薬
師 

享
保
五
癸
子
年(

一
七
二
〇
年)

九
月
十
四
日 

三
右
工
門

                       

万
之
助

                       

惣
次
郎

                       

久  

助

                       

才
三
郎

                       

与
左
工
門

                    

藤 

原 

助
五
郎

                    

冶 

工 

茂
平
治

 

〇
庚
申
堂

 

日
向
の
西
方
国
道
の
北
側
に
桐
堂
の
庚
申

堂
が
あ
る
。  -

出
典
滝
沢
村
史-
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あの時・・安倍の一族はこの景色をみてどう思ったのか ??

八幡舘山

ジャンボはここ

---

出
典---

記
載
し
て
い
る
記
事
は
岩
手
日
報

社
さ
ん
の
記
事
を
記
載
い
た
し
ま

し
た
。

昔は前九年の役と教わった・・
昔は役＝外国・辺境地での戦争

－－今は前九年合戦－－

大
釜
八
幡
宮
の
お
祭
り

が
近
い
の
で
・
・
・

未
だ
不
明
な
・
・

昔
の
話
を
記
載
し

て
ご
紹
介
を
し
て

お
き
ま
す
。


